










































































































































































































阿
蘇
瑞
枝
著
『
寓
葉
集
全
歌
講
義
』
(
全
十
巻
)

を
め
ぐ
っ
て
」
で
初
め
て
そ
の
こ
と
を
世
に
問
わ
れ
た
の
で
あ
る。

全
巻
の
構
成
と
発
刊
の
経
緯

ま
ず
全
十
巻
の
内
容
と
頁
数
、
刊
行
年
月
日
を
示
す
と
、
次
の
通
り
で
あ

る
。

第

一
巻

(
巻
第
一

巻
第
二
)
五
六
一
頁
、
平
成
十
八

(二

O
O
六
)
年

三
月
二
十
日

第
二
巻
(
巻
第
三

・
巻
第
四
)
八

一
一
頁
、
平
成
十
八

(二

O
O
六
)
年

十
二
月
二
十

一
日

第
三
巻

(
巻
第
五

・
巻
第
六
)
四
九
九
頁
、
平
成
十
九

(二

O
O
七
)
年

十
月
三
十

一
日

第
四
巻

(
巻
第
七・

巻
第
八
)
七
九
四
頁
、
平
成
二
十

(二

O
O
八
)
年

七
月
三
十

一
日

第
五
巻
(
巻
第
九・

巻
第
十
)
九
三
八
頁
、
平
成
二
十

一
(二

O
O
九
)

年
六
月
三
十
日

第
六
巻

(
巻
第
十

一
・
巻
第
十
二
)
九
五
四
頁
、
平
成
三
十
二
(
二
O
一

O
)
年
七
月
三
十
日

第
七
巻

(
巻
第
十
三
・
巻
第
十
四
)
五
一
一
頁
、
平
成
二
十
三
(
二

O
一

こ

年
八
月
三
十

一
日

第
八
巻
(
巻
第
十
五

・
巻
第
十
六
)
四
四
七
頁
、
平
成
二
十
四

(二

O

。。

二
)
年
七
月
三
十

一
日

第
九
巻
(
巻
第
十
七

・
巻
第
十
八
)
四
六
六
頁
、
平
成
二
十
五
(
二

O
一

三
)
年
七
月
十
五
日

第
十
巻
(
巻
第
十
九

巻
第
二
十
)
六
O
八
頁
、
平
成
二
十
七
(
二

O

五
)
年
五
月
三
十
一
日

平
成
十
八
年
三
月
の
刊
行
開
始
か
ら
平
成
二
十
七
年
五
月
の
刊
行
終
了
ま

で
九
年
余
り
の
歳
月
を
か
け
て
の
も
の
で
あ
る
。
九
五

O
頁
を
超
え
る
巻
も

あ
り
、
全
巻
合
計
で
約
六
六
O
O
頁
に
及
ぶ
。
本
書
の
帯
に
「
読
み
や
す
い

大
き
な
活
字
」
と
記
し
て
あ
る
よ
う
に
、
読
み
や
す
さ
に
も
十
分
配
慮
さ
れ

て
い
る
の
も
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

第
一
巻
の
「
『
寓
葉
集
全
歌
講
義
』
発
刊
に
あ
た
っ
て
」
に
よ
れ
ば
、

二

十
数
年
前
か
ら
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
万
葉
集
全
歌
講
読
の
講
座
を
受
け

持
ち
、

二
回
り
目
に
入

っ
た
こ
と
か
ら
、
話
の
内
容
を
プ
リ
ン
ト
に
し
て
配

布
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
契
機
と
な
り
、
本
書
に
つ
な
が

っ
た

の
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
書
名
の
由
来
も
そ
こ
に
あ
る
。
著
者
は
ま
た
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

歌
の
解
釈
の
基
本
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
な
が
ら
、
用
い
ら
れ
て

い
る
こ
と
ば
を
ど
う
理
解
す
る
か
で
あ
る
。
数
多
い
注
釈
書
の
中
に
、

た
だ

一
つ
こ
ち
ら
が
求
め
て
い
た
解
釈
に
出
会
っ
て
、
胸
の
す
く
思
い

が
し
た
こ
と
も
あ
る
一
方
、

最
近
の
注
釈
書
に
共
通
す
る
解
釈
が
ど
う



し
で
も
受
け
入
れ
ら
れ
な
く
て
、

異
を
立
て
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
る
。
万
葉
の
時
代
に
生
き
た
人
物
が
作
者
名
と
し
て
書
か
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
誰
か
別
の
人
聞
が
創
作
し
た
虚
構
の
歌
だ
と
考
え

た
り
、
歴
史
の
表
舞
台
で
波
乱
に
富
ん
だ
人
生
を
生
き
る
こ
と
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
さ
ま
、
ざ
ま
な
思
い
を
懐
き
つ
つ
生
き
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
人
の
作
で
も
、
一
個
の
文
学
作
品
と
し
て
鑑
賞
す
る
こ
と
を
優
先

し
、
そ
の
心
情
に
立
ち
入
ろ
う
と
し
な
い
の
が
、
近
年
の
万
葉
歌
研
究

の
一
傾
向
と
し
て
あ
る
よ
う
に
思
う
け
れ
ど
も
、
私
は
で
き
る
だ
け
そ

の
時
に
あ
た

っ
て
の
作
者
の
心
情
に
添
っ
て
理
解
を
深
め
た
い
と
思
っ

て
き
た
。
今
後
も
、
注
釈
書
と
し
て
の
基
本
を
外
さ
な
い
よ
う
に
し
な

が
ら
、
私
な
り
の
方
法
で
万
葉
集
の
歌
々
に
接
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。

(二

1
三
頁
)

右
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
が
、
「
作
者
の
心
情
に
添
っ
て
理
解
を
深
め
た

い
」
と
い
う
点
に
、

著
者
の
思
い
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

本
書
の
方
針

次
に
、
本
書
の
方
針
を
第
一
巻

(
巻
第
一

・
巻
第
二
)
「
凡
例
」

(一一一一

1
一

七
頁
)
に
沿
っ
て
見
る
。
本
書
は
西
本
願
寺
本
を
底
本
と
し
、
各
巻
毎
に
、

底
本
に
載
せ
る
目
録
を
置
き
、
訓
み
下
し
と
歌
番
号
を
付
載
し
て
い
る
。
体

裁
に
つ
い
て
は
、
「
「
標
題
」
の
訓
み
下
し
・
原
文
・
訳
・
注

(巻一

、
二
の

阿
蘇
瑞
枝
著
『
高
葉
集
全
歌
講
義
』
(
全
十
巻
)

み
)
、
「
題
詞
・
歌
・
左
注
」
の
訓
み
下
し
・
原
文

・
訳
・
歌
意

・
注
の
順
序

と
す
る
。
「
漢
詩
文
」
は
歌
と
同
様
に
扱
う
」
と
す
る
。

訓
み
下
し
に
つ
い
て
は
、
「
数
字
以
外
は
総
ル
ピ
を
付
す
こ
と
を
原
則
と

し
た
」
と
あ
り
、
丁
寧
な
総
ル
ピ
が
読
者
の
理
解
を
助
け
る
。
原
文
の
校
異

の
方
針
に
つ
い
て
も
示
さ
れ
た
後
、
訳
、
歌
意
、
注
の
方
針
に
つ
い
て
も
次

の
如
く
示
さ
れ
て
い
る
。

て
歌
の
訳
は
、
直
訳
で
は
な
く
、
作
者
の
言
外
の
心
情
も
伝
わ
る
よ
う

な
訳
を
心
が
け
た
。
枕
詞
も
口
語
訳
を
心
が
け
た
が
、
そ
の
ま
ま
の
形

を
残
し
て
訳
に
取
り
入
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
意
味
ば
か
り
で
は
な
く

音
調
効
果
で
用
い
ら
れ
た
枕
調
も
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

一
、
歌
意
に
は
、
作
歌
背
景
・
歌
の
特
色
・
他
出
歌
と
の
関
係
・
作
者
に

関
し
て
な
ど
、
歌
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
と
り
あ
げ
た
。
こ
れ

ら
は
、
本
来
は
、
注
を
終
え
た
後
に
、
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
組

み
体
裁
の
都
合
上
、
歌
意
を
先
に
置
く
こ
と
に
な
っ
た
。

一
、
注
は
、
原
文
の
訓
み
・
解
釈
な
ど
を
中
心
と
す
る
が
、
語
句
に
よ

っ

て
は
、
そ
の
時
代
的
背
景
を
考
察
し
た
り
異
説
の
検
討
な
ど
も
お
こ
な

っ
た
。

こ
こ
で
、
注
目
し
た
い
の
は
歌
の
「
訳
」
に
つ
い
て
「
直
訳
で
は
な
く
、

作
者
の
言
外
の
心
情
も
伝
わ
る
よ
う
な
訳
を
心
が
け
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
前
に
も
触
れ
た
が
、
「
作
者
の
心
情
に
添

っ
て
理
解
を
深

。



阿
蘇
瑞
枝
著
『
寓
葉
集
全
歌
講
義
』
(
全
十
巻
)

め
た
い
」
と
い
う
著
者
の
思
い
が
表
れ
て
い
る
。

「
歌
意
」
に
も
特
徴
が
見
ら
れ
、
「
作
歌
背
景
・
歌
の
特
色
・
他
出
歌
と
の

関
係
・
作
者
に
関
し
て
な
ど
、
歌
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
と
り
あ
げ

た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
解
説
さ
れ
て
い
る
の
で
、
読
者
に

と
っ
て
大
変
わ
か
り
や
す
い
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

「
注
」
に
お
い
て
も
、
訓
み
や
解
釈
と
と
も
に
、
語
句
の
時
代
的
背
景
の

考
察
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
理
解
の
手
助
け
と
な
る
。
こ
の
方
針
の
下
、

全
巻
の
注
釈
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

巻
々
の
「

E
4
M冗

』

m
w
一一=口」

「
凡
例
」
に
続
い
て
、
収
録
歌
巻
に
つ
い
て
「
概
説
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
各
巻
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一

巻
で
は
巻
第
一
・
二
の
概
説
が
な
さ
れ
て
い
る
(
一
九
1
二
四
頁
)

0

「
概
説
」

か
ら
紹
介
す
る
と
、
巻
一
の
構
成
を
、

一
番
歌
j
五
三
番
歌
(
雄
略
天
皇
代

・
箭
明
天
皇
代
1
持
統
天

第
一
部

皇
代
)

第
二
部

(I
)
五
四
番
歌
j
七
五
番
歌

(文
武
天
皇
代
)

第
三
部

(E
)
七
六
番
歌
j
八
三
番
歌
(
元
明
天
皇
代
)

八
四
番
歌

(
寧
柴
宮
:
:
:
元
明
天
皇
代
)

と
し
た
上
で
、

第
一
部
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
、

孝
徳
天
皇

。

の
御
代
の
歌
が
無
い
こ
と
に
つ
い
て
、
大
化
の
改
新
後
の
特
殊
な
政
治
状
況

の
可
能
性
を
挙
げ
、
以
下
、
次
の
よ
う
に
述
べ

ら
れ
た
。

矢
継
ぎ
ば
ゃ
な
改
新
の
詔
勅
か
ら
伺
わ
れ
る
政
治
状
況
は
、
和
風
よ
り

も
漢
風
が
宮
廷
を
支
配
し
て
い
た
よ
う
で
、
宮
廷
儀
礼
歌
が
作
ら
れ
る

よ
う
な
雰
囲
気
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
皇
太
子
妃
造
媛
が
亡
く

な
っ
た
時
の
挽
歌
が
書
紀
に
あ
る
が
、
野
中
川
原
史
満
に
よ

っ
て
詠
ま

れ
た
も
の
で
、
蘇
我
山
田
石
川
麻
自
の
事
件
と
関
わ
っ
て
の
造
媛
の
死

で
あ
っ
た
か
ら
、
書
紀
に
載
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
有
間
皇
子
の
歌
を
、

万
葉
巻
二
に
載
せ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
挽
歌
も
巻
二
の
挽
歌
部
に
載
録

で
き
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
詠
風
は
、
な
お
、
万
葉
挽
歌

誕
生
前
の
段
階
に
留
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
皇
太
子
中
大
兄
皇

子
が
提
案
し
た
倭
京
へ
の
遷
都
を
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
孝
徳
天
皇
を
置

き
去
り
に
し
て
、
兄
中
大
兄
や
母
皇
極
先
帝
・
弟
大
海
人
ら
と
共
に
、

倭
京
に
去
っ
た
間
人
皇
后
に
天
皇
が
送
っ
た
と
い
う
歌
「
金
木
着
け
あ

が
飼
ふ
駒
は
引
き
出
せ
ず
あ
が
飼
ふ
駒
を
人
見
つ
ら
む
か
」

(
紀
二

五
)
も
あ
る
が
、
こ
れ
も
万
葉
集
巻
一
や
巻
二
に
載
せ
る
に
足
る
歌
と

も
思
え
な
い
。

(
二
一
一
一
j
二
四
頁
)

こ
の
よ
う
に
日
本
書
紀
歌
謡
に
も
言
及
、
歴
史
的
背
景
に
も
留
意
さ
れ
な

が
ら
、
概
説
が
行
わ
れ
て
い
る
。
同
様
の
方
針
で
、
第
二
巻
(
巻
第
三

四
)
以
降
も
「
概
説
」
で
そ
の
巻
の
特
徴
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

第



四

注
釈
よ
り

全
二
十
巻
の
中
か
ら
、
注
釈
を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
る
。
な
お
、

1
・
2

は
難
訓
歌
に
つ
い
て
、

3
・
4
は
解
釈
の
分
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。

第

巻
巻
進 ・第
第 一

九
番
歌一一)

の
難
訓
歌
で
は
、
ま
ず
九
番
歌
で
そ
の
問
題
に

突
き
当
た
る
。
き

ゅ

い

で

ま

と

き

ぬ

か

た

の

お

ほ

き

み

つ

く

う

た

紀
の
温
泉
に
幸
し
し
時
、
額
田
王
の
作
る
歌

せ

こ

わ
が
背
子
が

い
立
た
せ
り
け
む

厳2莫
橿-t容
が園
本2隣
之

大
相
七
兄
爪
湯
気

右
を
み
る
と
、
訓
み
下
し
文
の
初

・
二
句
は
原
文
そ
の
ま
ま
に
な

っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
訳
は
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

紀
の
国
の
山
を
越
え
て
行
く
と
、

(あ
あ
な
つ
か
し
い
)。

私
の
愛
す
る

あ
の
方
が
お
立
ち
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
、
神
聖
な
橿
の
木
の
根
元
よ
。

そ
の
事
情
に
つ
い
て
、
「
歌
意
」
で
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

万
葉
集
中
屈
指
の
難
訓
歌
で
あ
る
。
斉
明
朝
の
記
述
と
し
て
も
恐
ら
く

古
い
書
記
法
を
以
て
記
載
し
た
こ
と
か
ら
、
訓
み
難
く
、
誤
字
を
も
招

一
層
訓
み
難
い
結
果
と
な

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

注
釈
は
寓
意
歌
の
可
能
性
も
説
い
て
い
る
が
、
旅
中
の
感
慨
を
詠
ん

く
こ
と
と
な
り
、

阿
蘇
瑞
枝
著
『
寓
葉
集
全
歌
講
義
』
(
全
十
巻
)

だ
歌
と
見
れ
ば
、
万
葉
考
の
訓
み
に
よ
っ
て
右
に
あ
げ
た
よ
う
な
解
も

成
り
立
つ
か
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
「
わ
が
背
子
」
は
、
「
愛
す
る
人
」
、

大
海
人
皇
子
と
し
、
額
田
王
自
身
の
心
情
を
詠
ん
だ
と
み
る
の
で
あ
る
。

斉
明
四
年
は
、
推
定
に
よ
れ
ば
、
額
田
王
が
大
海
人
皇
子
と
の
間
に
十

市
皇
女
を
生
ん
だ
年
(
白
雑
三
年
頃
)
か
ら
六
年
後
で
あ
り
、
す
で
に
、

大
海
人
皇
子
と
胸
形
君
徳
善
の
娘
尼
子
娘
と
の
聞
に
高
市
皇
子

(白
雑

五
年
生
)
が
生
ま
れ
て
い
た
。
大
田
皇
女

・
麟
野
皇
女
も
大
海
人
皇
子

の
妻
と
な
っ
て
い
た
。
麟
野
皇
女
は
、
斉
明
三
年
、
十
三
歳
で
大
海
人

皇
子
の
妻
と
な
っ
た
と
紀
に
記
す
。
当
然
、
そ
の
姉
大
田
皇
女
は
、
同

時
か
そ
れ
以
前
に
大
海
人
皇
子
の
妻
に
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
額

田
王
に
と
っ
て
、
大
海
人
皇
子
と
の
関
係
が
よ
う
や
く
過
去
の
も
の
に

な
り
つ
つ
あ
る
時
期
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

(七一

j
七
二
頁
)

こ
の
よ
う
に
述
べ
て
、
万
葉
考
の
訓
に
従
い
、
そ
の
歴
史
的
背
景
を
示
し

つ
つ
説
明
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
「
歌
意
」
と
併
せ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る

[
額
田
王
関
係
略
年
表
]
と
[
額
田
王
関
係
略
系
図
]
も
理
解
を
助
け
る
。

ま
た
「
注
」
に
お
い
て
、
初
二
勾
に
つ
い
て
、
著
者
は
三
十
種
以
上
の
訓

の
中
か
ら
代
表
的
な
説
を
五
つ
挙
げ
て
い
る
。
う
ち
万
葉
考
に
つ
い
て
は
次

の
よ
、
つ
に
な
る
。

②
紀
の
国
の
山
越
え
て
ゆ
け

(
万
葉
考
)

サ
ヤ
ギ

園

田

(紀
州
本
)
。
莫
器
国
l

誌
な
き
園
、
大
和
国
。
(
莫
器
国
)
隣

。



阿
蘇
瑞
枝
著
『
寓
葉
集
全
歌
講
義
』
(
全
十
巻
)

ー
紀
の
因
。
大
相
|
大
き
な
姿
、
山
。
七
|
古
。
爪
|
忌
。
謁
l
湯。

著
者
は
、
「
大
系
・
全
集
・
集
成

・
全
訳
注
・
新
全
集

・
全
注

・
釈
注

・

和
歌
大
系
・
新
大
系
な
ど
、
い
ず
れ
も
、
初
二
句
に
定
訓
は
な
い
と
し
、
訓

を
付
さ
な
い
。
本
書
も
訓
み
は
付
さ
な
か
っ
た
が
、
万
葉
考
の
訓
が
、
穏
や

か
で
下
句
へ
の
つ
な
が
り
が
よ
い
と
思
う
。
「
越
え
て
ゆ
け
」
の
ユ
ケ
は
、

ユ
ケ
パ
の
意
」
と
述
べ
る
。

九
番
歌
の
訓
は
付
さ
ず
、
そ
の
訓
み
下
し
文
に

慎
重
な
姿
勢
を
見
せ
つ
つ
も
、
万
葉
考
に
従
う
と
さ
れ
て
い
る
。

釈
を
導
き
出
し
た
い
と
い
う
意
欲
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
つ
の
解

2 

巻
第
二
、

一
四
五
歌

次
に
同
じ
く
難
訓
の
一
四
五
番
歌
を
取
り
上
げ
る
。

や
ま
の
う
へ
の
お
み
お
く
ら
つ
い
わ

う

た

し

ゅ

山
上
臣
憶
良
の
追
和
す
る
歌
一
首

が

よ

み

あ
り
通
ひ
つ
つ
見
ら
め
ど
も

翼
な
す

ひ

と

し

人
こ
そ
知
ら
ね

松ミ
は
知し

る
ら
む

初
句
の
原
文
は
「
鳥
期
成
」
で
、
訓
に
つ
い
て
は
、
ツ
パ
サ
ナ
ス
、
ア
マ

ガ
ケ
リ
、
カ
ケ
ル
ナ
ス
、
ト
ト
ピ
ナ
ス
な
ど
の
諸
説
が
あ
る
。
著
者
は
「
ア

マ
ガ
ケ
リ
の
訓
は
、
下
へ
の
意
味
的
つ
な
が
り
も
明
瞭
で
魅
力
的
だ
が
、
原

文
に
即
し
た
訓
と
し
て
ツ
バ
サ
ナ
ス
と
訓
み
た
い
」
と
し
、
真
淵
訓
ツ
バ
サ

ナ
ス
に
従
っ
て
い
る
。

歌
の
訳
は
、

0 
四

大
空
を
飛
ぶ
鳥
の
よ
う
に
、
皇
子
の
魂
は
、
天
空
を
飛
び
か
け
り
な
が

ら
、
結
、
び
松
を
見
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
人
に
は
わ
か
ら
な
く
て
も
、

松
は
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

と
し
、
「
歌
意
」
で
、

意
吉
麻
呂
が
、
「
ま
た
見
け
む
か
も
」
と
疑
問
の
形
で
詠
ん
で
い
る
の

に
対
し
、
憶
良
は
、
皇
子
の
霊
が
大
空
を
朔
り
結
び
松
を
見
に
通
い
続

け
て
い
る
と
歌
い
、
そ
れ
を
松
は
知

っ
て
い
る
は
ず
と
、
皇
子
の
霊
に

一
歩
近
づ
い
た
立
場
で
詠
ん
で
い
る
。
私
注
は
「
『
人
こ
そ
知
ら
ね
』

と
い
ふ
あ
た
り
に
理
が
這
入
っ
て
来
て
や
は
り
常
識
的
の
も
の
と
な

っ

て
居
る
」
と
評
し
て
い
る
が
、
憶
良
の
後
の
歌
々
に
み
え
る
人
間
愛
か

ら
み
て
、
筆
者
に
は
、
皇
子
へ
の
同
情
か
ら
こ
の
よ
う
な
表
現
に
な
っ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
「
人
」
に
は
、
有
間
皇
子
を
陥
れ
た

人
、
有
間
皇
子
を
理
解
し
よ
う
と
し
な
い
人
に
対
す
る
憶
良
の
思
い
が

現
れ
て
い
る
と
見
た
い
。
王
権
よ
り
も
庶
民
を
、
貴
族
的
な
も
の
よ
り

も
虐
げ
ら
れ
て
い
る
者
を
大
切
に
し
た
憶
良
で
あ
っ
た
。

(
三
五
七

1
三
五
人
頁
)

と
述
べ
、
そ
の
解
釈
を
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
[
長
忌
寸
意
吉
麻
日
]
[
山

上
臣
憶
良
]
[
柿
本
朝
巨
人
麻
呂
歌
集
]
と
項
目
を
立
て
て
説
明
さ
れ
て

い

る
。
[
柿
本
朝
巨
人
麻
日
歌
集
]
の
項
で
は
、
略
体
歌
、
非
略
体
歌
の
説
明

も
あ
る
。



か

み

か

む

そ
の
他
の
難
訓
歌
、
一
五
六
番
歌
に
つ
い
て
も
、
「
み
も
ろ
の
神
の
神

す

ぎ

レ

防

I
l
l
1
1
1
L
PI
ll
i
--
1
11
11

ぃ

杉
夢
に
だ
に
見
む
と
す
れ
ど
も

(巳
具
耳
失
自
得
見
監
乍
共
)
寝
ね
ぬ

よ

お

ほ

も

ひ

と

つ

つ

夜
ぞ
多
き
」
、
一
六

O
番
歌
に
つ
い
て
も
「
燃
ゆ
る
火
も
取
り
て
包
み
て

ふ

く

ろ

い

い

い

広

い

I
ll
i
-
--

袋
に
は
入
る
と
言
は
ず
や
面
知
ら
な
く
も
(
面
智
男
雲
)
」
と
す
る
な

ど
訓
を
提
示
さ
れ
、
そ
の
解
釈
を
示
さ
れ
た
。

な
お
、
他
巻
に
も
難
訓
歌
が
あ
る
。
二
四
九
、
六
五
五
、
二

O
三
三
、
二

一
一
三
、
三
七
五
回
、

三
七
九
一
、

三
八
九
八
番
歌
な
ど
、
訓
と
訳
を
提
示

さ
れ
て
い
る
。
何
ら
か
の
解
釈
を
示
し
た
い
と
い
う
著
者
の
意
欲
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
難
訓
歌
で
あ

っ
て
も
、
「
作
者
の
心
情
に

添
っ
て
理
解
を
深
め
た
い
L

と
い
う
そ
の
思
い
に
沿
っ
て
注
釈
が
展
開
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

3 

巻
第
四
、
六
六
九
番
歌

本
書
第
二
巻
か
ら
、
解
釈
の
分
か
れ
る
歌
を
一
首
取
り
上
げ
る
。

か

す

が

の

お

ほ

き

み

う

た

し

ゅ

し

舎

の

み

こ

ニ

は

は

た

き

春
日
王
の
歌
一
首
志
賀
皇
子
の
子
。
母
を
多
紀
皇
女
と
い
ふ
。

や
ま
た
ち
ば
な

い
ろ

い

か

た

つ

あ

山

橘

の

色

に

出

で

よ

語

ら
ひ
継
ぎ
て
逢
ふ
こ

あ
し
ひ
き
の

と
も
あ
ら
む

著
者
は
、
当
該
歌
を
「
山
橘
の
よ
う
に
は

っ
き
り
と
気
持
ち
を
態
度
に
表

わ
し
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
語
り
続
け
て
、
や
が
て
逢
う
こ
と
も
あ
ろ
う

よ
」
と
訳
さ
れ
た
後
、
「
歌
意
L

で、

阿
蘇
瑞
枝
著

『
高
葉
集
全
歌
講
義
』
(
全
十
巻
)

「
色
に
出
で
よ
」
を
春
日
王
が
相
手
の
女
性
に
向
か
っ
て
言

っ
た
と
考

え
る
の
が
自
然
で
あ
る
が
、
春
日
王
は
当
事
者
で
な
く
、
他
の
人
を
思

っ
て
い
る
人
に
向
か
っ
て
、
よ
い
方
法
を
示
し
た
と
も
と
れ
る
。
春
日

王
が
自
分
自
身
に
言

っ
た
と
と
る
説
も
あ
る

(
全
集

・
全
注

・
新
全
集
)
。

い
ず
れ
も
捨
て
鉢
な
気
分
か
ら
と
し
て
い
る
点
で
共
通
す
る
。
和
歌
大

系
も
、
「
自
分
に
対
し
て
一言
う
と
解
す
る
方
が
ふ
さ
わ
し
い
か
」
と
す

る
。
だ
が
、
自
分
に
対
し
て
な
ら
、
命
令
で
は
な
く
、
意
志
を
あ
ら
わ

す
表
現
に
な
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。
相
手
に
思
い
を
言
葉
や
態
度
に
表
す

こ
と
を
求
め
、
そ
う
す
れ
ば
や
が
て
逢
う
こ
と
も
あ
ろ
う
、
と
い
う
の

は
勝
手
過
ぎ
る
よ
う
で
も
あ
る
が
、
家
持
が
娘
へ
の
求
婚
者
に
、
娘
は

今
は
ま
だ
結
婚
で
き
る
年
齢
で
な
い
と
断
っ
た
上
で
、

※
春
風
の
音
に
し
出
な
ば
あ
り
さ
り
て
今
な
ら
ず
と
も
君
が
ま
に
ま

に

(
4
・
七
九

O

春
風
が
音
を
立
て
て
吹
く
よ
う
に
、
は

っ
き
り
と
お
言
葉
を
お

い
つ
か
あ
な
た
の
お
気

寄
せ
下
さ
っ
た
ら
、
今
は
無
理
で
も
、

持
の
ま
ま
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

と
言
っ
た
例
も
あ
る
。
男
女
の
違
い
は
あ
る
が
、
こ
こ
も
、
相
手
が
積

極
的
な
態
度
で
歌
い
か
け
て
き
た
時
、
今
は
事
情
が
許
さ
な
い
が

(あ

る
い
は
、
そ
の
気
に
は
な
れ
な
い
が
)
、
今
後
も
そ
の
気
持
ち
が
変
わ
ら

い
ず
れ
そ
の
う
ち
、
と
い
う
程
度
の
意
味
で
応
え
た
も
の

な
け
れ
ば
、

一
O
五



阿
蘇
瑞
枝
著
『
寓
葉
集
全
歌
講
義
』
(
全
十
巻
)

と
も
解
せ
ら
れ
る
。
実
際
に
即
し
た
作
で
な
く
、
宴
席
な
ど
で
状
況
を

仮
構
し
て
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
お
お
ら
か
な
う
た

い
ぶ
り
で
あ
る
。

(
第
二
巻
、
六
八
三
頁
)

と
述
べ
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
「
注
」
に
お
い
て
も
、

「
語
ら
ひ
継
ぎ
て
」
の
解
釈
な
ど
、
諸
説
を
挙
げ
た
上
で
、
「
春
日
王
と
春
日

王
を
恋
し
て
い
る
女
性
が
語
ら
い
継
ぐ
」

と
す
る
説
を
支
持
さ
れ
て
い
る
。

当
該
歌
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
『
あ
し
ひ
き
の
山
橘
の
色
に
出
で
よ
』

(4
・
六
六
九
)
付、

『春
風
の
音
に
し
出
な
ば
』
」
(
『
寓
葉
』
第
百
八
十
八
号
、

平
成
十
六
年
六
月
)
に
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
書
第
二
巻
の
刊
行
が

平
成
十
八
年
十
二
月
で
あ
る
か
ら
、
著
者
の
新
し
い
研
究
成
果
が
盛
り
込
ま

れ
た
の
で
あ
っ
た
。

4 

巻
第
五
、
七
九
七
番
歌

最
後
に
本
書
第
三
巻
か
ら
一
首
取
り
上
げ
る
。
「
囲
内
L

の
解
釈
に
諸
説

あ
る
悔毛歌
しで
かあ
もる

あ
を
に
よ
し

く

ぬ

ち

国
内
こ
と
ご
と

か
く
知し
ら
ま
せ
ば

せ
ま
し
も
の
を

右
は
、
山
上
憶
良
「
日
本
挽
歌
」
の
反
歌
の
一
首
で
あ
る
。
当
該
歌
を

「
残
念
な
こ
と
よ
。
こ
う
な
る
と
知
っ
て
い
た
ら
、
こ
の
日
本
の
国
の
中
を

こ
と
ご
と
く
見
せ
て
あ
げ
る
の
だ
っ
た
の
に
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
「
歌
意
」

一
O
六

圏
内
こ
と
ご
と
」
の
「
国
内
」
は
ど
こ
か
]
と
い
う

項
目
を
立
て
ら
れ
、
約
六
頁
に
わ
た
っ
て
論
を
展
開
さ
れ
て
い
る
。
「
囲
内
」

に
関
し
て
は
、
「
奈
良
説
」
と
「
筑
紫
説
L

が
伯
仲
し
て
い
た
が
、
新
た
に

「
日
本
国
内
説
L

を
提
唱
し
た
の
で
あ

っ
た
。

奈
良
で
も
な
く
、
筑
紫
で
も
な
く
、
「
国
内
L

の
語
を
も
ち
い
た
理
由

で
、
[
「
あ
を
に
よ
し

を
こ
そ
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
「
あ
を
に
よ
し
」
は
国
土
讃
美

の
表
現
で
、
私
は
日
本
国
中
の
意
で
憶
良
は
用
い
た
と
み
た
い
。

(
第
三
巻
、
五
三
頁
)

右
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
、
「
日
本
国
内
説
」
を
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
点
は
、
「
『
あ
を
に
よ
し
国
内
こ
と
ご
と
』
考
」
と
し
て
『
論
集
上
代

文
学
』
第
二
十
九
冊

(笠
間
書
院
、
平
成
十
九
年
四
月
)
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。

本
書
第
三
巻
が
刊
行
さ
れ
た
の
が
同
年
十
月
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
著
者
の

最
新
の
研
究
成
果
が
盛
り
込
ま
れ
た
「
注
」
と
な
っ
た
。

お
わ
り
に

見み

以
上
、
全
二
十
巻
の
中
か
ら
そ
の
一
部
を
取
り
上
げ
て
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
全
巻
を
通
し
て
、
先
行
の
諸
説
を
お
ろ
そ
か
に
せ
ず
、
「
作
者
の

心
情
に
添

っ
て
理
解
を
深
め
た
い
」
と
い
う
著
者
の
思
い
が
流
れ
て
い
る
。

ぜ
ひ
本
書
を
手
に
取
っ
て
そ
の
魅
力
に
触
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

周
知
の
ご
と
く
、
万
葉
集
研
究
は
か
な
り
細
分
化
さ
れ
、
文
学
、

歴
史
、



語
学
な
ど
様
々
な
面
か
ら
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
全

歌
を
注
釈
す
る
苦
労
は
、
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
今
後
の
万
葉
集
研
究
に
お
い
て
必
ず
参
照
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
本
書

で
あ
る
。

阿
蘇
瑞
枝
著
『
寓
葉
集
全
歌
講
義
』
(
全
十
巻
)

本
書
完
結
か
ら
一
年
後
の
平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
一
日
、
著
者
阿
蘇
瑞

枝
氏
は
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

(笠
間
書
院
、
菊
判
、
本
体
価
格
九
五

O
O
円
j

一
六
五

O
O
円
+
税
)

(お
お
し
ま

の
ぶ
お

・
皇
皐
館
大
学
文
学
部
教
授
)

一O
七
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O
菖
葉
一
日
旅
行

平
成
二
十
四
年
五
月
に
再
開
さ
れ
た
学
会
主
催
の
「
寓
葉
一
日
旅
行
」
も
本

年
で
五
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
は
五
月
七
日
(
土
曜
日
)
と
い
う
大
型

連
休
の
後
半
で
の
開
催
と
な
り
、
参
加
者
の
数
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ

の
企
画
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
『
寓
葉
集
』
の
愛
好
家
や
若
い
大
学
院
生

の
参
加
が
目
立
ち
ま
し
た
。
天
気
は
薄
曇
り
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
時
折
雲

間
か
ら
差
す
日
の
光
は
汗
ば
む
程
で
し
た
。
集
合
時
刻
の
九
時
三
十
分
に
は
、

近
鉄
橿
原
神
宮
前
駅
東
口
広
場
に
は
、
心
弾
む
よ
う
な
声
が
響
い
て

い
ま
し

た
。今

年
は
飛
鳥
の
地
を
以
下
の
よ
う
な
行
程
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

剣
池
|

|
甘
樫
岡
ー
ー
ー
飛
鳥
寺
ー
l
伝
板
葺
{呂
|

|
t石
舞
台
古
墳

(
昼
食
)
|
|
酒
船
石
|
|
万
葉
文
化
館

橿
原
神
宮
前
駅
前
を
出
発
し
て
剣
池
の
堤
に
到
着
。
垣
見
委
員
に
よ
る
解

説
に
耳
を
傾
け
る
。
さ
ら
に
東
へ
と
歩
を
進
め
て
甘
樫
岡
に
到
着
。
日
差
し

が
熱
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
岡
の
頂
上
ま
で
登
っ
て
明
日
香
の
地

の
眺
望
を
楽
し
む
。
ど
の
季
節
に
来
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
が
感
じ
ら
れ
る

風
景
で
あ
る
。
頂
上
で
各
自
一
息
入
れ
て
下
り
道
の
途
中
に
あ
る
犬
養
孝
氏

の
歌
碑
第
一
号
と
な
る
「
采
女
の
袖
吹
き
返
へ
す
明
日
香
風
都
を
遠
み
い
た

O 
)¥ 

づ
ら
に
吹
く
」
(
志
貴
皇
子
)
の
前
で
黛
敏
郎
作
曲
の
歌
を
坂
本
代
表
の
先
導

に
よ
っ
て
参
加
者
で
唱
和
。
さ
ら
に
明
日
香
川
を
渡
り
雷
丘
に
移
動
し
て
皆

で
頂
を
目
指
す
。
青
草
が
生
い
茂
る
な
か
何
と
か
登
頂
。
鉄
野
委
員
の
丁
寧

な
解
説
に
領
く
参
加
者
。
足
下
に
注
意
し
な
が
ら
雷
丘
を
後
に
し
て
飛
鳥
寺

へ
。
入
鹿
の
首
塚
、
飛
鳥
寺
の
境
内
を
散
策
し
て
更
に
北
上
し
て
伝
板
葺
宮

に
到
着
。
少
々
時
間
が
押
し
て
い
る
た
め
、
小
休
止
し
て
昼
食
場
所
で
あ
る

石
舞
台
古
墳
を
目
指
す
。
連
休
後
半
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
個
人
で
飛
鳥
散

策
を
楽
し
む
家
族
や
愛
好
家
の
姿
が
目
立
つ
。

昼
を
少
々
過
ぎ
て
石
舞
台
古
墳
に
到
着
。
昼
食
休
憩
。
個
々
に
持
参
の
昼

食
を
ほ
お
ば
り
な
が
ら
、
日
頃
の
運
動
不
足
を
恨
め
し
く
思
っ
て
い
た
の
は

私
一
人
で
は
な
か
ろ
う
。
十
分
に
鋭
気
を
養
っ
て
石
舞
台
を
後
に
し
た
。
川

原
寺
・
橘
寺
を
左
手
に
見
な
が
ら
酒
船
石
を
目
指
し
た
。
そ
の
後
、
万
葉
文

化
館
ま
で
移
動
し
て
元
編
輯
委
員
の
毛
利
氏
よ
り
講
話
を
い
た
だ
く
。
午
後

は
雲
が
か
か
り
日
差
し
は
和
ら
い
だ
が
、
や
は
り
汗
ば
む
中
で
歩
み
を
進
め

た
。
最
後
に
「
味
真
野
和
紙
」
を
お
土
産
に
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
健
脚
を

称
え
な
が
ら
帰
路
に
つ
い
た
。

今
年
の
案
内
と
解
説
は
、
坂
本
代
表
と
上
野
委
員
を
中
心
に
学
会
編
輯
委

員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
て
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
柄
が
解
説
に
ほ

の
見
え
る
内
容
と
な
り
、
参
加
者
は
興
味
深
く
耳
を
傾
け
る
場
面
や
ど

っ
と

笑
い
が
起
こ
る
場
面
な
ど
、
和
や
か
な
一
日
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。



文
献
を
読
む
だ
け
で
は
な
か
な
か
理
解
の
及
ば
な
い
点
を
、
高
葉
一
日
旅

行
で
は
実
際
に
故
地
を
見
た
り
、
話
を
聞
い
た
り
、
さ
ら
に
は
想
い
を
馳
せ

る
な
ど
し
て
寓
葉
の
世
界
に
親
し
む
貴
重
な
機
会
と
言
え
ま
す

(
そ
の
後
、

楽
し
い
宴
席
の
場
で
大
い
に
懇
親
を
深
め
た
の
も
変
わ
ら
ぬ
光
景
で
あ
り
ま
し
た
)
。

(
西
一
夫
記
)

報
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O
第
六
十
九
回
高
葉
学
会
全
国
大
会

本
年
度
の
全
国
大
会
は
、
奈
良
大
学
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
実
行
責
任
者

は
、
編
輯
長
た
る
上
野
が
、
こ
れ
を
務
め
、

三
日
間
無
事
に
大
会
日
程
を
こ

な
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
、
何
よ
り
も
関
係
各
位
の
ご
助
力
の
賜
物
で

あ
り
、
ま
ず
は
厚
く
御
礼
を
申
し
述
べ
た
い
。
幸
い
会
場
の
整
理
に
あ
た
っ

た
学
生
た
ち
に
対
し
て
、
参
加
者
各
位
か
ら
お
誉
め
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

こ
れ
は
、
学
生
た
ち
に
も
励
み
に
な
っ
た
、
と
思
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
指
導
教
員
と
し
て
、
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

ま
た
、
編
集
委
員
の
宿
泊
や
、
懇
親
会
等
に
つ
い
て
は
、
奥
村
和
美
委
員

の
協
力
を
得
た
の
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
大
会
が
運
営
で
き
た
。
加
え
て
、
受
付

実
務
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
喬
、
太
田
真
理
、
井
上
幸
、
向
後
文
佳
、
大
場
友

加
の
諸
氏
が
こ
れ
に
あ
た
ら
れ
た
の
で
、
事
務
処
理
上
の
事
故
も
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
諸
氏
に
対
し
て
も
、
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
そ
の
ほ
か
、
上
野

の
同
年
輩
、
後
輩
の
畏
友
た
ち
が
こ
れ
を
助
け
、
つ
つ
が
な
く
進
行
が
で
き

た
。
最
後
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
奈
良
女
子
大
学
、
関
西
大
学
、
皇
皐
館

大
学
、
大
阪
府
立
大
学
の
大
学
院
生
諸
姉
諸
兄
の
力
を
借
り
た
。
多
謝
、
深

謝
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
高
葉
学
会
と
奈
良
大
学
共
催
と
銘
打
ち
な
が
ら

も
、
関
係
各
位
の
総
力
結
集
が
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
大
会
が
運
営
で
き
た
こ

と
は
特
記
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
大
会
終
了
後
、
あ
る
人
か
ら
、
今
回
の

大
会
の
最
大
の
功
労
者
は
誰
か
と
聞
か
れ
た
の
で
、
私
は
臨
時
踏
な
く
、
そ
れ

一O
九
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は
、
上
野
誠
大
先
生
ご
本
人
で
し
ょ
う
と
答
え
た
。
そ
の
真
意
は
:
:
:
上
野

が
何
も
し
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
成
功
し
た
の
で
あ
り
、
少
し
で
も
実
務
な

ど
し
よ
う
も
の
な
ら
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
大
失
敗
に
終
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

無
能
無
知
の
人
は
、
「
和
顔
愛
語
」
「
且
座
喫
茶
」
で
あ
れ
ば
よ
い
の
だ
。

十
月
八
日
(
土
)
は
、
午
後
二
時
よ
り
、
学
会
代
表
挨
拶
及
び
会
場
校
挨

拶
が
行
わ
れ
た
。

学
会
代
表

坂
本
信
幸
氏

奈
良
女
子
大
学
名
誉
教
授

高
岡
市
万
葉
歴
史
館
館
長

奈
良
大
学
文
学
部
長

関
根
俊
一
氏

坂
本
代
表
は
、
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
基
礎
研
究
と
人
材
育
成
こ
そ
が
、

学
問
の
礎
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
応
用
研
究
重
視
、
短
期
的
成
果
の
追

究
の
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
現
在
の
大
学
の
学
問
研
究
の
あ
り
方
に
対
し
て
、

苦
言
を
呈
し
て
、
警
鐘
の
語
を
発
せ
ら
れ
た
。
そ
の
上
で
、
創
立
五
十
年
の

奈
良
大
学
が
、
こ
れ
ま
で
日
本
の
古
代
研
究
の
発
展
に
尽
く
し
た
事
例
を
列

挙
し
て
下
さ
り
、
会
場
校
に
対
す
る
励
ま
し
の
言
葉
と
な
っ
た
。
奈
良
大
学

に
奉
職
す
る
者
の
ひ
と
り
と
し
て
、
代
表
の
お
言
葉
を
励
み
に
し
、
精
進
し

て
ゆ
き
た
い
、
と
思
う
。
学
生
た
ち
に
も
励
み
に
な
っ
た
と
思
う
。

次
に
、
文
学
部
長
の
関
根
俊
一
か
ら
、
大
学
を
代
表
し
て
、
学
会
の
開
催

を
歓
迎
す
る
旨
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
お
く
ら
れ
た
。
な
お
、
関
根
が
挨
拶
を
す

。

る
手
筈
と
な
っ
て
い
た
が
、
急
な
公
務
の
た
め
、
上
野
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代

読
し
た
。

続
い
て
、
公
開
講
演
会
が
行
わ
れ
、
最
新
最
高
の
学
術
成
果
が
、
わ
か
り

や
す
い
言
葉
で
語
ら
れ
た
。

結
節
点
と
し
て
の
「
亡
妾
悲
傷
歌
L

木
簡
と
文
書
の
世
紀

東
京
大
学
大
学
院
教
授

鉄
野
昌
弘
氏

奈
良
大
学
教
授

寺
崎
保
広
氏

鉄
野
先
生
の
ご
講
演
は
、
大
伴
家
持
の
歌
日
誌
の
始
発
を
「
亡
妾
悲
傷

歌
」
に
求
め
、
そ
の
長
い
期
間
の
連
作
が
、
結
果
的
に
、
後
年
の
歌
日
誌
の

先
艇
を
な
す
も
の
と
な
っ
た
、
と
説
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
講
演
を
聞
い

て
、
筆
者
は
、
こ
れ
を
文
学
史
的
に
い
う
と
日
本
日
記
文
学
の
始
発
と
捉
え

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
聞
き
入
っ
た
。

寺
崎
先
生
の
ご
講
演
は
、
木
簡
の
出
土
例
を
通
時
的
に
広
く
見
渡
し
た
場

合
、
長
岡
京
以
降
、
そ
の
出
土
例
が
極
端
に
少
な
く
な
る
の
は
な
ぜ
な
の
か

と
い
う
問
い
を
立
て
ら
れ
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
考
察
を
な
さ
れ
た
刺
激
的
な

内
容
で
あ
っ
た
。

こ
の
講
演
の
結
論
は
、
八
世
紀
の
律
令
国
家
の
始
発
期
に

お
い
て
は
、
文
書
行
政
の
徹
底
が
図
ら
れ
、
そ
の
な
か
で
木
簡
を
利
用
す
る

こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
説
か
れ
た
。
こ
れ
は
、
文
書
と
木
簡
の
関

係
を
考
え
る
き
わ
め
て
画
期
的
な
講
演
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
両
先
生
の
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講演する寺崎保広先生

講
演
内
容
が
少
し
で
も
早
く
活
字
化
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

こ
の
あ
と
、
本
年
度
の
寓
葉
学
会
奨
励
賞
の
授
賞
式
が
行
わ
れ
た
。
本
年

度
、
語
学
分
野
の
受
賞
者
が
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
が
、
文
学
部
門

で
は
小
田
芳
寿
氏

(仏
教
大
学
非
常
勤
講
師
)
が
選
ば
れ
た
。
奨
励
賞
選
考

担
当
の
乾
善
彦
編
輯
委
員
よ
り
、
選
考
経
緯
の
報
告
が
あ
り
、
続
い
て
坂
本

代
表
よ
り
、
賞
状
と
副
賞
の
授
与
が
行
わ
れ
た
。
小
田
芳
寿
氏
の
読
解
の
積

み
重
ね
に
よ
る
地
道
な
研
究
が
大
成
す
る
日
も
近
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ

こ
ま
で
の
進
行
役
は
、
山
崎
健
司
編
輯
委
員
が
務
め
ら
れ
た
。
じ
つ
に
紳
士

的
な
進
行
で
あ
っ
た
と
思
う
。

続
く
懇
親
会
は
、
奈
良
大
学
構
内
の
、
「
な
ら
や
ま
」
で
行
な
わ
れ
た
。

村
田
右
富
実
、
西
一
夫
両
編
輯
委
員
の
司
会
の
も
と
、
な
ご
や
か
な
会
と
な

っ
た
。
高
齢
化
が
進
む
学
界
に
お
い
て
は
、
四
半
世
紀
前
に
比
べ
る
と
ア
ル

コ
ー
ル
の
消
費
量
が
減
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
の
は
、
筆
者
だ
け
で
は
な
か

ろ
う
。
こ
の
あ
と
、
近
鉄
奈
良
駅
に
お
い
て
、

二
次
会
も
行
わ
れ
、
あ
を
に

よ
し
奈
良
の
夜
長
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
、
と
思
う
。

翌
、
十
月
九
日

(日
)
は
、
七
名
の
研
究
者
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。

午
前
の
部

(午
前
十
時
よ
り
)

万
葉
集
の
「
に
」
と
「
そ
ほ
」

仲
谷
健
太
郎
氏

大
阪
府
立
大
学
大
学
院
生

山
部
赤
人
「
勝
鹿
真
間
娘
子
墓
を
過
き
る
時
に
作
る
歌
」
考
|
伝
説
歌
の
成
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安
井
絢
子
氏

日
本
女
子
大
学
大
学
院
学
生

万
葉
集
巻
四
・
五

O
九
・
五
一

O
番
歌
考
|
旅
中
詠
に
お
け
る
「
家
」
と

関
谷
由
一
氏

「
妹
」
を
め
ぐ
っ
て
l
旭
川
工
業
高
等
専
門
学
校
非
常
勤
講
師

午
後
の
部

(午
後
一
時
十
五
分
よ
り
)

東
京
大
学
大
学
院
生

山
崎
健
太
氏

「
ぬ
な
は
く
り
は
ふ
」
に
つ
い
て

上
代
書
き
言
葉
に
お
け
る
漢
文
助
辞
「
於
」
と
「
子
」
の
用
法
と
機
能
|

『

古

事

記

』

を

中

心

に

|

韻

氏

関
西
大
学
大
学
院
生

陳

上
代
一
音
節
名
詞
コ

副
詞
句
の
構
成
か
ら
見
た
上
代
の
ガ
ニ
関
西
大
学
非
常
勤
講
師

蜂
矢
真
弓
氏

相
愛
大
学
非
常
勤
講
師

吉
井

健
氏

若
手
研
究
者
に
と
っ
て
は
、
寓
葉
学
会
で
の
発
表
は
難
関
中
の
難
関
で
、

そ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
大
き
い
。
は
た
で
見
て
い
て
も
、
発
表
者
の
緊
張
を

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
た
。
し
か
し
、
か
つ
て
の
よ
う
に
、
「
つ
ぶ
し
て
や
る
1

」

「
辱
め
て
や
る
!
」
「
恥
を
か
か
せ
て
や
る
!
」
と
い

っ
た
下
品
な
質
問
は
な

く
な
っ
て
き
た
の
で
、
よ
か

っ
た
、
と
思
う
。
た
だ
、
よ
く
も
悪
く
も
、
発

表
内
容
の
痛
い
と
こ
ろ
を
つ
く
、
あ
の
姿
勢
は
、
変
わ
り
が
な
い
け
れ
ど

翌
、
十
月
十
日
(
月
)
は
、
臨
地
研
修
。
晴
天
の
も
と
、
奈
良
商
工
会
議

所
集
合
|
喜
光
寺
|
薬
師
寺
1

た
ま
ゆ
ら
(
昼
食
)
|
唐
古
鍵
遺
跡
|
唐

古
・

鍵

考

古
学
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
|
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属
博

物
館
|
宮
山
古
墳

(
室
大
墓
)
|

一
言
主
神
社
|
大
和
八
木
駅

(第
一
次
解

散
)
|
近
鉄
奈
良
駅
(
第
二
次
解
散
)
と
パ
ス
を
進
め
、
研
修
の
実
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
た
。
ご
案
内
は
、
垣
見
修
司
編
輯
委
員
と
、
同
志
社
大
学
元

教
授
の
辰
巳
和
弘
先
生
で
あ
る
。
基
本
計
画
は
、
上
野
が
立
て
た
も
の
の
、

垣
見
編
輯
委
員
の
綿
密
な
下
見
な
ど
で
、
楽
し
い
秋
の
大
和
路
紀
行
と
な

っ

た
。
喜
光
寺
で
は
、
薬
師
寺
の
誇
る
学
僧
と
し
て
、
将
来
が
嘱
望
さ
れ
て
い

る
高
次
喜
勝
師
が
ご
案
内
下
さ
っ
た
。
や
は
り
、
そ
の
寺
社
の
奉
職
者
の
話

は
参
考
に
な
る
の
で
あ
り
が
た
い
。
ま
た
、
橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属
博
物

館
で
は
、
特
別
展
「
蘇
我
氏
を
掘
る
L

を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
め
に
な

る
楽
し
い
一
日
と
な
っ
た
の
は
、
両
氏
の
お
蔭
で
あ
る
。
記
し
て
御
礼
を
申

し
上
げ
た
い
。
臨
地
研
修
で
上
野
が
や
っ
た
唯
一
の
こ
と
は
、
富
山
古
墳
に

蚊
が
出
る
の
で
、
虫
除
け
ス
プ
レ
ー
を
あ
ら
か
じ
め
購
入
し
て
、
参
加
者
に

貸
与
し
た
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
弁
当
の
試
食
と
と
も
に
、

き
わ
め
て
重
要
な
任
務
で
あ
っ
た
と
の
自
負
は
あ
る
。

今
、
学
界
、
学
会
は
大
き
な
転
換
期
に
あ
る
。
会
員
数
の
減
少
は
、
マ

ン

パ
ワ

l
、
財
力
の
低
下
を
招
き
つ
つ
あ
る
。
こ
こ
で
求
め
ら
れ
る
の
は
、
省

力
化
、
合
理
化
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
や
は
り
大
会
は
学
会
の
華
で
あ
る
か
ら
、

会
場
校
の
実
力
に
応
じ
て
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
ゆ
く
よ
り
ほ
か
は
な
い
。

本
年
度
は
、
臨
地
研
修
を
一
日
パ
ス
ハ
イ
ク
と
し
た
。
そ
れ
は
、
宿
泊
を
と



報

土ヒ
Iコ

御所市宮山古墳で解説をする辰巳和弘先生

も
な
う
旅
行
に
す
る
と
、
大
会
校
の
負
担
が
大
き
く
な
り
過
ぎ
る
と
考
え
た

末
の
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
大
会
運
営
に
対
す
る
批
判
は
、
そ
の
運
営

者
の
側
も
甘
ん
じ
て
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
や
は
り
大
会
に
参
加
し
て
得

る
も
の
も
大
き
い
、
と
思
う
。
読
ん
だ
論
文
の
疑
問
点
を
、
直
接
著
者
に
聞

け
る
の
も
、
大
会
に
参
加
す
る
醍
醐
味
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
大

会
に
参
加
し
て
み
る
と
、
や
っ
て
来
る
人
び
と
は
固
定
化
し
つ
つ
あ
る
。
少

し
ず
つ
新
陳
代
謝
は
し
て
い
る
も
の
の
、
新
人
物
往
来
と
い
う
ほ
ど
で
は
な

い
。
寓
葉
学
会
は
、
や
は
り
、
敷
居
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
か
。

こ
の
あ
た
り
は
、
今
後
の
大
会
運
営
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
旅
費
を
使
っ
て
来

て
よ
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
大
会
で
あ
る
た
め
に
|

|
。

(
大
会
担
当

上
野

誠
記
)

一
一
一



予
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一
予
告
一

。
葛
葉
学
会
第
七
十
回
全
国
大
会

二
O
一
七
年
(
平
成
二
十
九
年
)
度
、
第
七
十
回
の
高
葉
学
会
全
国
大
会

は
、
龍
短
歌
会
と
の
共
催
に
よ
り
、
左
記
の
よ
う
に
岡
山
市
で
開
催
す
る
予

定
で
す
。
記

開
催
日十
月
十
四
日

(
土
)
午
後

公
開
講
演
会
・
懇
親
会
(
山
陽
新
聞
社
予

{
疋
)

十
月
十
五
日

(日
)
全
日

研
究
発
表
会
(
山
陽
新
聞
社
予
定
)

十
月
十
六
日

(月
)
臨
地
調
査
研
究

公
開
講
演
会

(予
定
)

皇
学
館
大
学
教
授

大
島
信
生
氏

未
r-
刃三

O
研
究
発
表
者
募
集

内
"'""・廿

上
代
の
言
語
・
文
学
に
関
す
る
各
分
野
の
研
究

発
表
三
十
分
・
質
疑
応
答
十
五
分

時
間
応
募
締
切

二
O
一
七
年
六
月
三
十
日

(
金
)

※
封
筒
に
「
発
表
申
込
在
中
」
と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い

四

研
究
発
表
希
望
の
方
は
、
題
名

・
氏
名
・
所
属
を
明
記
の
上
、
要
旨

(八

百
字
以
内
)
を
添
え
て

寓
葉
学
会
本
部
(
関
西
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
専
修
合
同
研
究
室
)

あ
て
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
発
表
を
お
願
い
す
る
場
合
に
は
、

あ
ら
た
め
て
八
月
三
十

一
日
(
木
)
ま
で
に
要
項
集
の
原
稿
作
成
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

O
菖
葉
一
日
旅
行

本
会
で
は
、
恒
例
に
よ
り
「
寓
葉
一
日
旅
行
」
を
左
記
の
要
領
で
開
催
い

た
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。
本
年
は
、
十
一
月
開
催
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日

時

二
O
一
七
年
十
一
月
二
十
五
日

(土
曜
日
)

久
迩
京
方
面
。
詳
細
は
、
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

場

所

以
上



編

輯

後

記

O
去
る
二
O
一
六
年
二
月
十
四
日
に
、
長
ら
く
編
輯

委
員
を
お
努
め
に
な
っ
た
清
水
克
彦
先
生
が
、
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
、
二
O
一
七
年
一

月
十
四
日
に
、
こ
れ
ま
た
長
ら
く
編
輯
委
員
を
お

務
め
に
な
っ
た
渡
瀬
昌
忠
先
生
が
、
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
謹
ん
で
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。
厳

し
さ
の
な
か
に
慈
愛
の
あ
る
言
葉
を
も
っ
て
、
後

進
に
助
言
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
両
先
生
の
こ
と
を
、

今
、
思
い
起
こ
し
ま
す
。

O
編
輯
委
員
の
七
十
歳
定
年
制
に
基
づ
き
、
毛
利
正

守
、
芳
賀
紀
雄
の
両
先
生
が
、
二
O
一
六
年
三
月

末
日
を
も
っ
て
、
編
輯
委
員
を
勇
退
さ
れ
ま
し
た
。

両
先
生
は
、
高
葉
学
会
の
顔
と
い
う
べ
き
存
在
で

あ
り
ま
し
た
。
両
先
生
の
ご
健
勝
を
、
こ
こ
に
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

O
本
号
に
は
、
寺
崎
保
広
先
生
か
ら
、
昨
年
の
大
会

で
の
講
演
原
稿
を
頂
戴
し
、
掲
載
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
中
堅
、
新
進
気
鋭
の
論
考
を

多
く
収
載
で
き
た
こ
と
は
、
編
輯
子
と
し
て
幸
甚

こ
の
上
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

O
こ
の
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
、
編
輯
子
も
任
期

満
了
と
あ
い
な
り
ま
す
。
大
失
態
の
数
々
は
、
高

葉
学
会
史
上
の
語
り
草
に
な
る
と
自
負
し
て
お
り

ま
す
。
皆
様
方
の
大
海
の
ご
と
き
お
心
に
、
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

O
公
平
無
私
、
厳
格
精
織
の
人
、
白
井
伊
津
子
編
輯

委
員
が
、
編
輯
長
を
引
き
継
が
れ
ま
す
。
新
生
高

葉
学
会
の
い
や
さ
か
を
、
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

(
上
野
誠
)

〈
〉
お
願
い

O

l

論
文
の
投
稿
、
書
籍

・
論
文
の
御
寄
贈
は
、
学

会
本
部
あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2

年
会
費
の
納
入
お
よ
び
入
会
申
込
み
は
、
そ
の

む
ね
を
明
記
の
う
え
会
費
を
郵
便
振
替
で
「
O
O

九
O

O
|
七
l
二
九
一
四
七
高
葉
学
会
」
あ
て

に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

3

住
所
変
更
・
改
姓
等
の
届
出
、
本
誌
既
刊
号
の

購
入
等
は
、
清
文
堂
出
版
内
高
葉
学
会
事
務
室

あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

投

稿

規

程

一
、
投
稿
資
格
は
、
会
員
に
限
る
。

一
、
内
容
は
、
高
葉
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野

の
研
究
論
文
と
す
る
。

一
、
分
量
は
、
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙

四
十
枚
程
度
(
た
だ
し
「
黄
葉
片
々
」
欄
は
十
枚

以
内
)
と
す
る
。

て
投
稿
に
際
し
て
は
、
原
稿
四
部

(
コ
ピ
1
可
)

を
学
会
本
部
宛
に
送
る
こ
と
。
た
だ
し
、
原
稿
は

返
却
し
な
い
。

一
、
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
の
場
合
は
、
字
詰
め
・
行
数
及

び
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
換
算
し
た
枚
数
を
明

記
す
る
こ
と
。
論
文
採
用
の
場
合
に
は
、
テ
キ
ス

ト
フ
ァ
イ
ル
の
提
出
を
お
願
い
す
る
。

一
、
採
否
決
定
は
、
編
輯
委
員
会
に
一
任
の
こ
と
。

一
、
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
十
部
を
贈
呈
す
る
。

た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時
は
、
あ
ら
か
じ
め
申

し
出
が
あ
れ
ば
実
費
で
こ
れ
に
応
ず
る
。

一
、
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
の
著
作
権
は
、
執
筆
者
に

帰
属
す
る
。
た
だ
し
、
本
誌
「
寓
葉
」
の
再
版
、

電
子
化
公
開
等
に
つ
い
て
は
、
執
筆
者
の
許
可
を

得
な
い
で
学
会
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

る
。
高
葉
学
会
会
則

一
、
本
会
は
、
寓
葉
学
会
と
称
す
る
。

一
、
本
会
は
、
高
葉
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野

の
研
究
を
目
的
と
す
る
。

一
、
寓
葉
研
究
者

・
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
会
員
の
研
究
発
表
機
関
誌
と
し
て
「
寓
葉
」
を

編
輯
・
発
行
す
る
。

一
、
本
会
は
、
年

一
回
、
公
開
講
演
会
・
研
究
発
表

会

・
臨
地
調
査
研
究
を
中
心
と
す
る
全
国
大
会
を

行
い
、
表
彰
制
度
を
設
け
る
な
ど
、
随
時
、
目
的

に
沿
、
つ
事
業
を
行
、
っ
。

一
、
会
員
は
、
年
額
四
千
円
の
会
費
(
誌
代
を
含

む
)
を
年
度
初
め
(
四
月
)
に
納
入
す
る
。

一
、
本
会
の
本
部
を

大
阪
府
吹
田
市
山
手
町
三
丁
目
三
番
三
五
号

関
西
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
専
修
合
同

研
究
室
内

(郵
便
番
号
五
六
四
|
八
六
八

O
)
 

に
置
く
。

一
、
本
会
の
運
営
及
び
機
関
誌
の
編
輯
・
発
行
は
編

輯
委
員
会
に
お
い
て
行
う
。

一
、
本
会
に
代
表
を
置
く
。



高

葉

第

二

百

二

十

三

号

平
成
二
十
九
(
二
O

一七
)
年
三
月
二
十
五
日
印
刷

平
成
二
十
九

2
2
5
年
三
月
三
十
一
日
発
行

頒
価
二
、

0
0
0
円

送

料

六

O
円

掛
捌
吹
田
市
山
手
町
三
丁
目
三
番
三
五
号

関
西
大
学
文
学
部
国
語
国

文
学
専
修
合
同
研
究
室
内

編

輯

発

行

高

葉

学

会

代

表

者

坂

本

信

幸

振
替
O
O
九
0
0
1
七
i

二
九
一
四
七

世
鵬
大
阪
市
中
央
区
島
之
内
二
丁
目
八
番
五
号

清
文
堂
出
版
株
式
会
社
内

寓
葉
学
会
事
務
室

ヨ
山
口
可
O
⑤
凹
m
F
E口
ιD
立
uno]百

発
売
所


